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Abstra(:t

The287.5kV5,000MVAContrarcCircuitBreakersforNarudeP.S.andShinMaimoto

S,S･OfKansaiElectricPowerSupplyCo.were
completed recently atI‡itachiWorks

and they gave satisfactory reslユ1tsin the commercialtest.

These circuit breakers are epock-makinginJapan because oftheiroutstanding

SpeCi丘cationsincluding3凸▽breakingtime,andO･2secslngle-phasereclosingtime.In

theinterrupting part,tulip contacts are employed for a secure contactingwith a

Sufncientlengthof sliding･Buttheinterruptingtimeis notdelayedthereby by dint

Of a specialroller tripping mechanism･The arc rupturing fuIICtion depends upoll

theself-generating oil鮎w applied on the extinguishing arc,Whichis compensated

by a smallpiston for smallcurrentinterruption･The mechanicalreliability was

approved､in the testwhichincluded500times highspeed reclosingoperations.

〔Ⅰ〕緒 冨

2751くⅤ新北陸幹線の受電端枚方S.S.の二次側70kV

母線の4,000MVA大容量

ほ悉く日 立新型倒閣

断器二11台

断罪であって､日

運転使用中である(1)｡今回更

に間送電線成田P.S.及び新夏木S.S.の

超高圧 断器を受注し､成拇分3台は11

月初めに工場立会試験を終り､現地に発

送された｡試

500回耐久操作

の内容は高速度再閉路

験､速断試験等を含み､

凡ゆる角度から慎重に検討20日間を要

したが､総べ

の仕

成好にて を元した｡木器

は下記の通りである｡

型 式……‥BOU-500B-PRA

単相再閉路

定 格い……‥287.5kV,800A

断容量….5.000MVA(287.51くⅤ)

断時間…………….0.05sec

動作責務0-(0.2sec)-CO一(1milユ)-CO

*

日立製作所日立国分分工場

操作気圧‥‥

操作電圧‥‥
.7kg/cm2

‥.‥.D.C.100V

第1因 287.51;Ⅴ,5,000MVA制粥 断器(3相分)

Fig.1.287.5kV 5,000MVA Contrarc Circuit Breaker

in the Assembly Shop
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超高圧

昭和28年2 月 日 立 第35巻 第2号

第2図 287.51くⅤ 制狐 断案(単相再閉路型)概略寸法図

Fig.2.DimensionaIDrawing of287.5kV Contrarc Circuit Breaker

(Single-Phse RecIusing Type)

断器としては昭和16年に満 桧花江及び安

東S.S.に2301くⅤ,2,500MVA制弧遭新線を納入してお

り(2)､当時のものと較べると新型遮断器は､遮断容量が

2倍､ 断時間が半分以下となり､高速度再閉路その他の

横領が附加されている｡木器は旧日発の 北幹計画に対

応して研究が始められ､その結果として先ず昭和26年末

に朝型の161kV制 断器が東北電力会津開閉所に網

入された(3)｡新型の制弧重ほ旧型に較べて 弧時間が著

しく短く改善され､3･も遮断用の操作器にほロ←ラーの

特殊組合せからなる高速度引外装置が使用されている｡

舞3図 新 型 制 弧 室 原 理 説 明 図

Fig.3.The PrincipleIllustration of New

Type Contrarc Circuit Breaker

〔ⅠⅠ〕構 造

287.51{Ⅴ制弧遮断器の1相分ほ161kV遮断部2箇を

直列に佐田し､各々碍管支持台に載せて､商都で導体で

接摂している｡.超高圧でほ161ユくⅤ以下と異り､支持台

にほ碍子件の代りに碍管を使用し､その一方又ほ両方に

単一鉄心塾変流器を収めている｡第2図ほ全体の概略寸

法図である｡本籍は単相再閉路のため､各相に独立の圧

縮墨気操作器が附いており､三相の投入時間が等しくな

るように調整してある｡

i)速 断 部

本籍の遮潮原理は他力を加味した自力消弧式であつ

て､第3図の如く絡同時に開閉する直列2箇の遮断点が

あり､一穴アークの分解ガスの圧力によって､二次アー

クに吹付が行われる｡一攻と二次の問にほ十分な油咋1の

昆巨難が取ってあるので､どのような 断条件でも直接一

攻から二式に高温ガスが遮ることがなく､二次には常に

純油流が吹付けられる√⊃二次ア←クほ数箇に分割されて

軸流吹付を受けると共に､高熱のイオソ化ガスの抽出が

行われるため､全体に強く冷却され､急 消弧される｡

その際アークほ徒らに伸張屈曲されず､最短の長さに保

たれたまゝ吹付けられる構造で､余分なア←クエネルギ

の放出されることを防いでいる｡一攻と二次アークが同

時に発生することによる利益は､一式の発生ガス圧が必

要な高さになった時に､二次ア←クが連絡なく遮断に適

当な長さに達するので､全体としてア←ク時間が短縮さ

れることである｡一次可動コンタクトにはそれR身に加

速ばねがあり､下端は絶縁物となっていて､クロスヘッ

ド補助ロッドによって押上げられる｡.一次二次の同時動

作のためには普通はレバ←等を使用して､消孤軍の構造

が複雑となる傾向があるが､木器では二次コンタクトと

補助ロッドを固着して､その先から来る不平衡負荷を分

担させる構成によって､比較的簡単に纏めている｡小電
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第4図 速 断 部 説 明 図

Fjg･4･CrossSectionofRupturingPart

Contrarc Circuit Breaker

流時の吹付力の不足ほ制弧室上部の圧油ピストンによつ

て補い､それから発する油流は一次､二攻アークを直列

に吹き､一次アークのガス発生を( して､併せて二次

に対する吹付を強化するようになっている｡

断郡全体の構造は第4図の如くで､制弧窒は頭部か

ら吊下げられ､保護絶縁筒中に保持される｡保護

は頭部ケースと共むこ耐圧容器を形

縁筒

し､遮断時の圧力を

受け､碍静こは直接内圧が及ばぬようになっている｡一

次可動コンタクトほ関離後､制孤塁内に止まるが､二次

可動コンタクトほ更に下方に開いて､渦中断路挿

成する｡それ

を形

の接触端面には何れも耐弧メタルが粘つ

てある｡碍管ほ竪型で､湿気の多い日本の気候に対して

も十分内部絶縁が保たれるよう考 されている｡この点

は気中断路部を持たぬ超高圧遮断器として重要なことで

ある｡

操作碍管はベースから中間機構部分に回転を伝え､此

処で油密パヅキング､を通じて､可動コンタクトを上下に

開閉する｡油密パッキングは耐油性人造ゴムで仁一三られ､

20万回の操作漏油試験にも成功している 断のための

加速ばねはベース部分､中間機構ケース､制弧室内の各

所に配置されて､ 断速度と開極時間に対して､最も髄

を発揮するようになっている｡頭部と中間部にはシ←

遮断苦
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第5図

Fig.5.

速度再開路用操作機構

ConstructionofHighSpcedReclos.

ing Meclュanism

ルドリソグが付き､コロナ発生を防止すると共に､遮断

部に対する電圧分布の改善が計られている｡

ii〕操 作 部

本増作器ほ圧縮墨気慄作式で､気圧ほ71(g′/cm已を便

閉し､高速度遮断用の特殊型である｡第5図は裸馬の概

略図で､機械的引外自由式となっており､れの引外装置

によりシリソダー内の圧縮室気の有無にf

遮断が行われる｡71は高

高速

度再開路用のもので､第1

回目の涯断を非引外自由的にこれで行い､ピストンは本

体と共に閉路位置の方向に押戻され､その終端~甘近で圧

縮蛋気の導入によって､再閉路する｡再遮断ほnで行

誘っれる･∴最初の遮断でほシリソダr内に気圧がないから

遮断 虔ほ阻害されない｡こゝに∴nとT㌻を別箇に分け

た:哩由は､71のみであれば 可台巨である

が､CO即ち投入即時遮断動作が残存気圧によって巧く

なく､反対に:nの見では最初の遮断に次いで投入敷作

に移る前に､7ちのフック部分がレセットするを要し､そ

のため15㌔以下の再閉路が困難になるためであるこご0

年の再閉路に対しては､れのみで目的を達することが

可能である｡れ と 7ちには各日にトリップコイルがあ

り､その目的に応じてリレ｢盤で切換えられる｡コイル

を二重に使用する方法は→見して複雑のようであるが､

再閉路泰芸のリレ←の使取泣から見て何等不都合ほなく､

却って単相再閉路の場合にほ余分な整流器等を入れる必

要がなく､結線が簡単となる特長がある｡

第占図は高速度の引外部分である｡遮断器の引外力は

フックレバーに賞としてかゝり､主軸とローラーによつ

て支えられている｡一っrラーにほ僅かな引外分力布が

仇き､それは圧接面の摩擦力によって､アマチュアフヅ
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第6図 高

F三g.6.Higll

速 度 引 外 横 倍

Speed Tripping Mechanism

クの所で引止められている｡この樺罷では こての力と動

きが転がり摩擦によって伝えられるので､損失ほ極めて

小さい｡従って一叢で大巾に負荷力を して､メソバー

の数を濁tても､動作が不確実とならない= これによつ

て引外動作時間の短暗が合理的に行われた′h この機構で

はアマチ∴アにかゝる力も小さいので小型の引外電磁石

が問いらノ才t､ 磁的慣性も少ない｡引外

であって､余分の ーを入れる

流は8A以下

高速

度リレーの使問上有利である｡一

遮断誇の閏極時間ほ30m･SeC以下となっているが､そ

の中､引外機 が外れて､フックレバーが始動する迄の

時間ほ8皿.SeCを要するに過ぎない｡この始訊こよって

主体部分が動き始める理であるが､その後の大部分の時

間ほ遮断部のチューーリップコソタクトの摺動問離の時間

である∴従ってパワトコソタクトを榊､れば､関極時間

は更に大巾に切詰めることが[H来るが､接触の安定性の

見地からチューリップが採用されてt･､る｡

コニ場

〔ⅠⅠⅠ〕試 験

験は関西電力の関係者御立会の下に次の各項に

ついて行われた｡

1.構 造 点 検

2.開 閉 試 験

2･(1)投入操作試験

2･(2)引 外 試 験

2.(3)再閉路操作試験

2イ4)連続開閉試験

2.(5)手動開閉試験

3.温 度 試 験

4･短時間 流試験

5.絶縁耐力試験

6.コ ロ ナ試験

7.短 絡 試 験

第35巻 第2号

以下にその中主なものを略述する｡･

i)開 閉 試 験

本道新得ほ各柏毎に操作部があり､開閉速度試験､最

低操作限界試験等ほ相姦に行い､後に三相を低めた試験

をした二段入気圧は定格7kg/cm2に対して､75～110%

の範囲で全く異常なく､三相同時投入はオヅシロで測定

の 果､第1表の如く種々の条件に於て接触時間差は仕

様の0.25ロゥ〔4.17m.sec)以内であった｡筒投入時間の仕

様は0.4sec以下である｡補助茎気潜のみで投入可能の回

数は 磁弁の低圧銭錠(5･6kg/cm2に規定した)までに

2回の保証であったが､大部分3回可重臣であった｡最低

操作気圧ほ4.51こg/cmヨであるから更に十分の余裕があ
●

流は8Aで高速度用としては甚だ低い値にな

っているこ これは前記の特殊の引外機構の使用によるも

のである.二三相同時引外試験の結果は第2表の通りであ

る｡再閉路操作試験は 5･5～7･51唱/cm2 の範囲で行つ

て､異常なかった｢_第3表ほ再閉路限時リレrがない場

合の各相に対するオヅシロ測定結果である｡これによれ

ば無 圧時間は10凸ワ(60ニゥに於て､アーク時間を含む)

以下にすることが出来る.二第7図は再閉路動作の行程曲

線の1例で､速 行程の70%から引返しているが､消

弧位置ほ20%以下であるので､勿論問題とならない0

∵l
-

Tablel.

相 同 時 投 入 試 験

Three-Phases SimultaneousCIosing

Test

註:′1三相中最も長い投入時間

′2 三相の最大接鰯時間差

第2表

Tat)le2.

相 同 時 引 外 試 験

Three-Phases Simultaneous Trip-

ping Test

註:∠3 三相中最も短い閑極時間

∠4 三相の開極時間差
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第7図

Fig.7.

再 閉路動作行程 萬 線

Stroke Curve of High Speed

Reclosing

第3表 再 閉 路 試 験

Table3.Reclosing Test

註:g5 初遮断の岡垣時間

′6 首呂砕から再弓妾編までの時間

J7 市進断時の開唾時間

連弓 開閉試験は2台目のものに対して行い､定格操作

〔c.0-(呂:‡5Sec)-CO〕
の動作を2回と数えてこ500回の連続操作を行った｡実

際の送電線では 断は年数回以下であり､その他の

開閉操作を加算しても､この試験回収ほ数十年分に相当

し､この種の遮断器の機械的

駄である｡この試験の

命に対しては十分以上の

程に於ては､数回に亘って動

･作時間の変動を二求めたが､投入時聞ほ約4m･SeC,巨闘魂

時間ほ1m･Sec以下の変化であって､実用上ほ全く差支

えない範囲であった｡試験後の主体及び操作器運動部分

の磨耗は趣く微量であり､ 磁弁の気密度低下は全くな

く､倍十分使f引こ耐える状態であった｡

ii)温度試験及び短時間

800A,60仁b で一定通

検認流

した結果､各部の温度上昇は

弟4表の如くで､800Aに対しては尚余裕があり､内郡

5

Table4.ThermalTest

註:周囲温度17DC

第5表

Tこ11)1e5.

衝 撃 波 耐 圧 試 験

Impulse Wave Voltage

Resistibility Test

1,160

1,210以上

1,210以上

艮

良

良

註:気象条件､気圧758mm 気温16つC 湿.変71%

イ±榛耐圧/調W
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の接触部は特に温度上

日 立 評 論

が低くなっている｡短時間電流

試験は短絡試験所で行い､21kAIsec通 後各部に異

常なく､温度上昇は各部に裁て10⊂C以下であった｡

iii)絶縁耐力及びコロナ試験

衝撃波耐圧試験ほ全数に就て第5表によって行い､合

格した｡2,3番の試験に於てほ1,2101{Ⅴで台碍管が閃

絡L､これ以上電圧をかけることが出 なかった｡その

ため第8図の如く､遮断部碍管外側に棒間隙を取付け､

その長さを変化した時の閃絡 圧を測定した｡この閃絡

特性曲線から外挿して得られる同相垣間の訝

1,4001くⅤであって､仕

十分の余缶が認められた｡

圧は約

圧1,2601くⅤに対しては

用周波耐圧 験は第

`表によって行い､全数合格した｡

黒状態で行い､対地2501くⅤで全く

コロナ試験は完全績

コロナを発生せず､

第7表 験

第35巻 第2号

3,0001くⅤでも殆ど認められぬ程度であった｡

第6表 商 用 周 波 耐 圧 試 験

Table6･CommercialFrequency Voltage

Resistibility Test

註:加圧時間は1分､極間550,000Vは変流器を入

れぬ台碍子で行い､1端子接地した｡

動 作

Tal)1e7.Test Operation Duty

務

責務番一号

D

6

7

8

9

10

11

12

(1くⅤ)

電

167(287.5 相当)

167

10

10

10

10

ネ定格遮断電流

3,000

5,000

3,000

5,000

6,000

8,000

*10,000

*10,000

第8表 ･短 絡 試 験 条 件

Table8･Condition for Shortcircuiting Test

相 数

項

回 復

再起電圧

再甚`冠圧

給与電圧

短 絡

遮断竃

遮断電流

電 圧(%)

固有周波数(㌔〕

減衰時定数(sec)

波形狂率(%)

力 率

減衰時定数(sec)

波形狂率(%)

1671(Ⅴ

(287･51くⅤ相当)

601ミⅤ 20kV

95

4,100

(1･4～1･9)×1†ト4

2

0.04～0.05

0.2
～0.4

8以下

95

5,200

(1.0～1.2)×10-4

3

0.05

0.5

8以下

101くⅤ

95

5,500

(2～2･2)×10-4

2

0.03

0.5

8以下



287.5kV 制 弧

第9表 短 絡 試 験 の 要 約

Table9.Summary of Shortcircuiting Test Conditions

385

責務番号

10

11

12

0.9ノー■1.3

(1･08～1.56)
1.0一-1.4

(1.2～1.68)

仇8～1.2

(0.96～1･44)

0.6一､･･1.4

(0.72～1.68)

0.5～1.0

(0.6-1.2)

0.5～0.8

(0.6-0.96)

0.4～6.6

(0.48～0.72)

0.4～0.8

(0.48～0.96)

0.5～0.6

(0.6～0.72)

0.4～0.7

(0.48～0.84)

0.4～･0.6

(0.48～0.72)

0.4へ･･1.1

(0.48～1.32)

2.3～2.7

(2.76～3.24)

2.4一-2,7

(2,88～3･24)

2.4～2.7

(2.88～3,24)
2.1-2.9

(2.52～3.48)

2.0～2.5

(2.4-3･0)
2.0～2.3

(2.4～2.76)
1.9～2.1

(2･28～2･52)
1.9′-･･2.3

(2.28～2.76〕

2.0～2.2

(2.4～2.6へ隻)

1.9～2.1

(2･28～2t52)

1_.9～2.1

(2.28～2･52)

1.7～2.6

(2.04～3･12)

圧

(kV) (A)

註:( )内は60dロ に換算した伸二

第10
二fT

衣

TablelO.

閉 路 遽

Reclosing-Breこミking Test

断 櫓
Jンノ､

アークエネルギ

(1くWs)

27～120

5～67

9～45

9～135

10-115

20～80

8～10

23～63

37～ 61

37～ 50

49～14

17～227

相 数

1./2

1/′2

1/2

1/2

1/2

1/2

責
務
番
号

12

オ ソ シ′

ロ番号 (1くⅤ)

167

167

167

167

167

167

10

10

10

10

10

10

10

10

10

遮断電流

(A)

385

350

355

515

350

400

400

400

420

10,600

1(),600

11,400

12,200

11,900

12,900

9,000

11,700

9,900

聞直流分

(%)

動 作

0-7.3占っ-CO-

1労㌧CO

0-7.5亡っ-CO

l分-CO

0-7.2亡サーCO

l分-CO

0-8亡←=一一CO-

1分-CO

0-8ち--CO-

1分-CO

0-8ロヒい-CO-

1分-CO

全速 断 ア ー ク

時 間!エネルギ

(軸) (㌔)

P.4 1.8

0.9｢ 2･4

0.4:1.7

0.6

1.1

0.6

(kWs)

ク問
｢ア入投時

(～)
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第9図 定格遮断 験に於ける試

験オッシログラム

167kV 400A

Fig.9.Oscillogram of Rated

Breaking Voltage Test

287･51【Ⅴん/富400A

庄のものは1仁b感の附近､低ノ電圧大電流

Lj
t

⊥___
】

肝
1二品温榔｢ 】
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l
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▲】

洞 ｣
l

l

∴ ∵ リ

｣

抑y 四

〕有
l
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∬〟】

巨ヰ岩l 十

､
‥
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∴･､､､､ヽ
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造断電流｢〟)

第10図 287.5kV制狐遮断器アーク時間特性

Fig.10.Arcing Time Characteristics of

287.5kV C.C.B.

i＼りう歪 絡 試 験

短絡 験ほ日立工場大容量一短絡 験所に1相分を

組立て行った∴短絡試験の内容こ王第ア表の如くで､1相

分に対する定格電圧遮断試験(287･5kVん′了=1671;Ⅴ),

1/2相分に対する電圧を下げて､一竃流を大きくした試験

が含まれている｡第8表は 兢回路の条件で､再起電圧

の固有周波数ほ特に制限せず､例えば定格遮断電圧の場

合の1,900∈bは実際の送電線こ遭遇する500～程度に較

ベて著しく苛酷となっている｡立会試! 48阿の結果は

第9表に要約されている｡.全遮断時間ほ悉く 3㌔｣以内

で､60血ワ換算値は3亡bを僅かに超えるものもあるが､実

用的には十分高速度遮断の目的に合している/′第9図は

定格 圧に放ける再閉路試験のオツシロで無電庄時間ほ

0.15sec となっている｡第10図は各琶の電圧電流に対す

るアーク時間特性で､立会試験及び予備試験の分を台ん

でいる､アーク時間は0.3～1.4⊂りの軍周に分布している

.､､

∴ ････､

のものは0･5∈b附近に集中している｡1/2相分601(Ⅴの

場合ほ遮断瞬時の 圧分布を考言

源例の遮断部iこ80%かゝるが､

すれば(瀞

断時

的には電

∴アよに ク痕跡

け導電性のため60%程度となる)､1相分に対して100

1∈Ⅴ程度に相当するが､回路固有周波数4,000亡bは

凍の数倍であるから､苛酷度からすれば更に高い試験

電

庄に相当する｡本渡新設はt'=け]清弧式で､遮断電流の増

加と共に消弧吹付力も増加するから上記の

て､定格電圧の大電流に於てもアrク時間ほ

項も総合し

大j 1.3年っ

以下て更㌢折されるものと考えられる｡101;Ⅴ,10kAの試

験でア←ク時間が1亡b以上のものが捉えられている｡こ

れは短詩試験設⊇詣のように損失の少い回路で､短時間ト

リップによる短絡電流の直流分偏狂の大きい場合に出る

現象でもる｡本道新語で1こ)1亡Ⅴ 程度の低電圧を切る時

の最短アーク時間は0.4⊂う以下でふって､それから後の

交流渡が零を通 する時に消弧する埋であるが若しこの

附近で直流こ■謝粛こよる小電流車扱艮吹付圧力の不足か

ら､消弧せ 遠にザ すると､穴にほ0･6こセ以上の大半波

が続き､悪制コ勺にア←クが延びて､全アrク時間が1㌔

以上になる機会が出て来る｡第11図(後半)ほその一例で

ある二大半壊では 流竣高値が高く､時間も長いので､

吹付圧力は上り､アークエネルギが多く発生する｡即ち

アークエネルギから る機種白勺ショックは定格遮断に近

ザけて競察することが出来るので､これほ自力消弧式の

時 であるゝ 他力消弧式では小半渡の終り目にほ却って

消弧し易いので､電圧の低い等価試鮫でほ特にアrク時

間の長い苛酷状態を出現することが因

rク時間の延 現象ほ本試験中の他の

である｡このア

流の場合に

第11図

10kV,10kA大電流遮断試験

オヅシログラフ

Fig.11.

Oscillogram ofLargeCurrent

RupturingTestlOkV,10kA



287.5kV 制 弧 遮 断 器

第12図

Fig.12.

遮断観験後の遮断郁々品の状態

Elements ofInterrupting Part after

the Rupturing TesモS

第11表 油 の 絶 縁 耐 力

Tablell. Dielectric Strength of OiI

註:偽書垂遮 48回

も出ているが､実際の送電線では線魔の損失に加えて､

リレr時間があるので､直流分の減衰が多く､消弧時に

ほ殆ど交流分だけになるのが普通である｡10kVでアー

ク時間が 0.9～1.1仁b の場合にアークエネルギは最大約

2301くWsとなり､その際の最後の半彼の環流実効値は13

kA となっている｡この場合の遮断器の外的ショック､

噴煙(前回迄の 存ガスが吹Ⅲす)は かであった｡想

定を苛酷の側に取って､定格遮断電圧(287.5ん/官)1(Ⅴ

に於て10Ⅰ【A即ち5,000MVAを遮断し､アrク時間

387

が1.5∈ゥになった場合を予想すると､ア←クエネルギは

断部当り4501ミWsとなる∴本 断器の碍管と保 絶

緑筒の寸法強度ほ800kWsの放出勢力に対してかなりの

振動と噴油を伴ったが､機械的損傷ほなかった実践があ

るので､4501くWsに対しては十分安全圏内にあるものと

考えられる.｡遮断

くで､合計∠18凹

験による油の劣化状況ほ第11表の如

断線に_於てもこの程度でほ､定格の

遮断に対しては､アーク時間その他には殆ど影響が出て

来ない｡但し長期の使用に対しては油の耐圧を251{Ⅴ以

上に浄化することが望ましい｡コンタクトの損傷は第12

図に見る如くで､比較的軽く､荷当分の闇定路竃

通､開閉に差支えない程度であった｡

〔ⅠⅤ〕結 自

の流

以上らこより関西電力成出P･S･及び新変永S･S･納287･5

1(Ⅴ,5,OJ∂MVA 制弧遮断辞の構造と 験の大要を述べ

た｡木器は定格容量及び性能に放て記録的なものである

が､型式立会 鹸によって十分その信矧唾を立証するこ

とが拭来た｡遮断時間は全部3㌔に収まり､60ユ,プ系に換

算すれば かに3⊂bを超すこともあったが､これはチュ

ーリップコこ/タクトの摺副長さを十分に取り､接触の確

実性に重点を置いているためである｡再閉路の場合ほ無

電圧時間7㌔の高速度の時も異常なく 断している｡遮

断容量に関してほ自力消弧式の特質を利用し､等価試験

法により､定格に対して十分の安全率があることが推定

された｡車 破約の耐久試験としては､高 度再閉路操作

を含め､この種の遮断器の便同日的に対しては数十年分

を動かして､その信頼度を確めた｡今後の課題としては

現地の使用者の方々の御理解と御援跡こよって､この高

性能の真価数十分発揮し､ 力の運営に貢献することを

煩うものである｡木器の工場試験に際Lては､2旬の長

時日に亘って､御熱心に立会われた関西電力の当事者の

方々に深く感謝する次第である｡
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